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1
．
昔
は
た
だ
の
山
だ
っ
た

　
「
お
じ
い
さ
ん
は
山
に
柴
刈
り
に
・
・
」
と
い
う
お
な
じ
み
の
「
桃
太
郎
」
の

書
き
出
し
は
、
里
山
と
農
民
と
の
密
接
な
関
係
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
、
当
時
は
里
山
と
い
う
言
葉
は
な
く
、
そ
れ
は
単
な
る
山
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
「
桃
太
郎
」
に
出
て
く
る
サ
ル
や
キ
ジ
を
は
じ
め
、
「
カ
チ
カ
チ
山
」

の
タ
ヌ
キ
、
百
人
一
首
に
登
場
す
る
シ
カ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
は
、

ま
さ
し
く
里
山
の
動
植
物
で
あ
り
、
私
た
ち
の
祖
先
と
里
山
の
つ
な
が
り
の
深
さ

を
物
語
っ
て
い
る
。

2
．
里
山
の
ル
ー
ツ
は
？

　
里
山
を
農
用
林
と
定
義
す
る
な
ら
、
そ
の
歴
史
は
縄
文
期
に
儲
る
。
最
後
の
氷

期
（
ウ
ル
ム
氷
期
）
が
終
わ
り
、
暖
か
さ
が
戻
り
は
じ
め
た
一
万
年
以
上
前
、
私

た
ち
の
祖
先
が
定
住
生
活
に
入
り
半
栽
培
あ
る
い
は
焼
畑
農
耕
を
開
始
し
た
ら
し

い
。
ナ
ラ
林
文
化
と
呼
ば
れ
る
東
日
本
の
祖
先
た
ち
の
生
活
様
式
は
、
狩
猟
や
漁

労
ば
か
り
で
な
く
、
ク
リ
や
ク
ル
ミ
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど
の
木
の
半
栽
培
を
行
っ
て

い
た
こ
と
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
木
の
実
は
縄
文

人
に
よ
り
積
極
的
に
保
護
・
管
理
さ
れ
、
す
で
に
里
山
の
原
型
が
で
き
あ
が
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
弥
生
時
代
の
初
期
、
堺
を
ふ
く
め
大
阪
の
低
地
は
深
い
照
葉

樹
林
に
被
わ
れ
て
い
た
が
、
水
田
稲
作
の
開
始
に
よ
り
ハ
祖
先
の
森
に
対
す
る
イ

ン
パ
ク
ト
は
次
第
に
強
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
温
暖
で
降
水
量
の
多
い
気
候
風
土

に
助
け
ら
れ
、
集
落
の
背
後
の
丘
陵
に
は
ア
カ
マ
ツ
や
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の

二
次
林
が
発
達
し
た
。
こ
の
二
次
林
こ
そ
が
里
山
で
あ
り
、
そ
の
後
、
今
日
に
至

る
ま
で
、
私
た
ち
に
燃
料
や
肥
料
、
食
物
、
木
材
な
ど
を
持
続
的
に
供
給
し
て
き

た
。
江
戸
時
代
、
肥
料
と
し
て
水
田
に
は
里
山
の
草
や
若
葉
な
ど
が
投
入
さ
れ
た

が
、
こ
の
刈
敷
と
呼
ば
れ
る
肥
料
を
得
る
た
め
に
は
、
水
田
面
積
の
数
倍
の
里
山

が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
金
肥
と
呼
ば
れ
る
油
粕
や
干
鰯
、

下
肥
な
ど
が
導
入
さ
れ
る
と
、
刈
敷
投
入
量
は
減
少
し
た
が
、
堆
肥
や
木
灰
な
ど



の
肥
料
は
や
は
り
里
山
か
ら
得
て
い
た
。

　
里
山
は
炭
（
木
炭
）
の
供
給
源
と
し
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
炭
は
「
枕
草
子
」

に
冬
の
風
物
詩
と
し
て
登
場
す
る
の
を
は
じ
め
、
各
時
代
の
和
歌
な
ど
に
も
詠
み

こ
ま
れ
て
い
る
。
中
世
、
近
世
に
は
産
地
も
安
定
し
、
近
畿
地
方
に
は
近
江
、
大

原
、
山
城
、
池
田
、
横
山
、
光
滝
、
大
和
、
紀
州
な
ど
の
炭
の
大
供
給
地
が
あ
っ

た
。

3

里
山
は
野
生
生
物
の
宝
庫

　
里
山
は
、
農
民
に
よ
り
維
持
・
管
理
さ
れ
て
き
た
林
だ
が
、
多
様
な
生
物
が
生

息
し
見
事
な
生
態
系
が
成
立
し
て
い
る
。
落
葉
広
葉
樹
を
主
体
と
す
る
高
木
層
の

下
部
に
は
多
く
の
種
か
ら
な
る
低
木
や
林
床
の
植
生
が
発
達
し
、
そ
こ
か
ら
始
ま

る
さ
ま
ざ
ま
な
植
食
者
と
肉
食
者
、
腐
植
者
の
関
係
す
る
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
食

物
網
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
植
物
が
生
産
し
た
有
機
物
を
、
動
物
な
ど
無
数
の
従

属
栄
養
の
生
物
が
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
植
物
が
利
用
で
き
る
無
機

物
に
戻
す
物
質
循
環
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
個
々
に
見
れ
ば
、
捕
食
、
被
食
、
寄

生
、
共
生
、
競
争
な
ど
生
物
間
の
利
害
関
係
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
堺
の
里
山
は
、
今
で
は
南
部
丘
陵
に
そ
の
名
残
を
と
ど
め
る
だ
け
だ
が
、
コ
ナ

ラ
や
ア
カ
マ
ツ
を
主
体
と
す
る
林
に
は
多
く
の
野
生
生
物
が
生
息
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
一
九
九
三
年
に
行
わ
れ
た
生
物
相
の
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
は

農
耕
地
部
分
も
含
め
て
＝
予
科
六
四
六
種
の
植
物
、
一
三
目
二
七
科
六
四
種
の

鳥
類
、
二
目
五
科
九
種
の
両
生
類
、
二
目
五
心
八
種
の
爬
虫
類
、
一
六
目
二
〇
四

科
九
二
九
種
の
昆
虫
類
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
堺
市
南
部
丘
陵
検
討
委
員
会
、

一
九
九
四
）
。
里
山
部
分
で
は
、
春
に
は
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
や
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
、
夏
に
は
サ
サ
ユ
リ
、
秋
に
は
リ
ン
ド
ウ
と
四
季
お
り
お
り
の
植
物
が

花
を
咲
か
せ
る
。
鳥
類
で
は
オ
オ
タ
カ
や
ハ
イ
タ
カ
、
フ
ク
ロ
ウ
、
サ
ン
コ
ウ
チ

ョ
ウ
、
オ
オ
ル
リ
な
ど
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
類
や
ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
類
な
ど
の
昆
虫
類
も
生
息
し
て
い
る
。

　
私
の
研
究
室
で
は
、
チ
ョ
ウ
類
を
指
標
と
し
て
大
阪
周
辺
の
緑
地
の
環
境
を
調

査
し
て
い
る
が
、
大
泉
緑
地
や
大
仙
公
園
の
よ
う
な
人
造
の
緑
地
と
は
異
な
り
、

里
山
に
は
「
日
本
的
な
」
種
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
阪

の
チ
ョ
ウ
相
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
と
共
通
の
旧
北
区
の
要
素
と
東
南
ア
ジ

ア
の
熱
帯
か
ら
北
上
し
て
き
た
東
洋
区
の
要
素
が
主
体
で
あ
る
が
、
里
山
の
落
葉

樹
林
に
残
さ
れ
た
種
は
日
本
海
を
取
り
巻
く
分
布
圏
を
も
つ
日
華
系
の
も
の
が
多

い
。
例
え
ば
、
日
本
の
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
や
春
の
女
神
と
呼
ば
れ
る
ギ
フ
チ
ョ

ウ
も
日
華
区
系
で
あ
る
。

4
　
里
山
の
崩
壊

　
里
山
に
顕
著
な
変
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
頃
か
ら
で
あ

る
。
名
神
高
速
道
路
や
東
海
道
新
幹
線
の
開
通
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
万
国
博

覧
会
の
開
催
は
こ
の
頃
で
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
と
い
わ
れ
る
時
代
で
あ
つ

さ
か
い
の
里
山
の
は
な
し

九
五



さ
か
い
の
五
山
の
は
な
し

た
。
こ
れ
よ
り
少
し
前
に
い
わ
ゆ
る
燃
料
革
命
が
起
り
、
薪
や
炭
に
か
わ
っ
て
石

油
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
が
普
及
し
、
堆
肥
や
木
灰
に
か
わ
っ
て
化

学
肥
料
が
使
わ
れ
始
め
た
。
こ
の
頃
、
里
山
は
本
来
の
価
値
を
失
い
、
開
発
の
対

象
に
な
り
始
め
た
。

　
不
要
に
な
っ
た
里
山
は
、
都
市
近
郊
で
は
宅
地
開
発
や
道
路
建
設
、
ゴ
ル
フ
場

の
造
成
な
ど
で
消
滅
あ
る
い
は
縮
小
、
分
断
化
し
た
。
開
発
さ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で

だ
が
、
里
山
は
、
仮
に
残
さ
れ
て
も
放
置
さ
れ
れ
ば
ネ
ザ
サ
が
繁
茂
し
林
床
の
草

本
類
が
光
を
奪
わ
れ
て
消
滅
す
る
な
ど
変
質
し
始
め
る
。
こ
れ
は
遷
移
と
い
う
自

然
の
摂
理
で
あ
る
。
近
畿
地
方
の
低
地
で
は
、
遷
移
が
進
む
と
里
山
は
照
葉
樹
林

に
な
っ
て
し
ま
う
。
照
葉
樹
林
に
な
っ
て
も
よ
い
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
市
街
地
の
海
に
囲
ま
れ
た
里
山
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
遷
移
の

進
行
と
と
も
に
里
山
独
特
の
生
物
相
が
失
わ
れ
る
だ
け
で
、
決
し
て
豊
か
な
照
葉

樹
林
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
近
年
の
里
山
の
崩
壊
は
、
そ
こ
に
独
特
の
野
生
生
物
た
ち
を
絶
滅
の
危
機
に
陥

れ
て
い
る
。
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
は
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
と
い
っ
た
里
山
の
チ
ョ
ウ
た
ち
の
ほ
か
、
里
山
の
生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
オ

オ
タ
カ
も
な
ど
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
寂
し
い
の
は
、

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
類
を
は
じ
め
と
す
る
身
近
な
里
山
の
生
物
の
減
少

で
あ
る
。

5

農
民
に
ま
も
ら
れ
て
き
た
半
自
然

九
六

　
里
山
は
燃
料
や
肥
料
を
得
る
林
で
あ
っ
た
た
め
、
農
民
が
利
用
し
な
が
ら
維
持

し
て
き
た
。
近
畿
地
方
の
里
山
の
多
く
は
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
、
ア
カ
マ
ツ
で
構
成

さ
れ
、
二
〇
年
前
後
の
周
期
で
伐
採
さ
れ
、
若
返
り
が
は
か
ら
れ
て
き
た
。
と
い

っ
て
も
、
皆
伐
す
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
区
画
を
数
年
ご
と
に
順
に
伐
採

す
る
と
い
う
や
り
方
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
伐
採
後
、
次
の
伐
採
ま
で
の
間
に
は
、

間
伐
や
下
刈
り
、
落
ち
葉
か
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
農
民
は
そ
れ
ら
を
薪
あ
る
い
は

炭
や
堆
肥
の
原
料
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
里
山
は
本
来
の
意
味

で
の
自
然
林
で
は
な
く
、
人
間
の
営
み
に
よ
り
＝
疋
の
遷
移
段
階
を
と
ど
め
て
き

た
半
自
然
林
と
で
も
い
う
べ
き
林
で
あ
る
。

　
里
山
の
崩
壊
が
時
代
の
流
れ
で
あ
る
以
上
、
里
山
と
そ
こ
に
生
息
す
る
生
物
た

ち
を
守
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
ず
、
本
来
の
価
値
を
失
っ
た
里
山
を

何
と
か
残
す
道
を
探
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
里
山
が
残
せ
た
と
し
て
も
、
間
伐

や
下
刈
り
、
落
ち
葉
か
き
な
ど
の
里
山
の
遷
移
を
止
め
る
管
理
作
業
を
永
遠
に
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ズ
ム
シ
を
ひ
と
つ
の
容
器
で
飼
い
続
け
て
い
る
と
何

年
か
す
る
と
近
親
交
配
の
悪
影
響
で
全
滅
す
る
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
里
山
を
孤
立

さ
せ
る
と
や
が
て
野
生
生
物
の
破
滅
が
訪
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
里
山
の
生
物
を

永
続
的
に
守
る
に
は
、
彼
ら
が
自
由
に
交
流
で
き
る
よ
う
な
里
山
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



　
噛
6

広
義
の
里
山
を
ま
も
ろ
う

　
私
た
ち
が
今
後
、
い
つ
ま
で
も
日
本
人
ら
し
く
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
森
が

必
要
で
あ
る
。
と
く
に
人
里
の
周
辺
に
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
の
身
近
に
あ
っ
た

里
山
を
残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
狭
義
の
里
山
は
薪
炭
林
部
分
を
さ

す
が
、
実
際
に
は
里
山
は
稲
作
と
結
び
つ
い
て
維
持
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

広
義
に
と
ら
え
れ
ば
、
里
山
は
水
田
や
た
め
池
、
水
路
か
ら
な
る
稲
作
水
系
と
一

体
の
自
然
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
た
め
池
や
水
田
で
繁
殖
す
る

ヒ
キ
ガ
エ
ル
や
タ
ガ
メ
な
ど
は
里
山
で
越
冬
す
る
し
、
マ
ユ
タ
テ
ア
カ
ネ
や
オ
オ

ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
な
ど
の
ト
ン
ボ
類
は
稲
作
水
系
で
羽
化
す
る
と
里
山
に
入
り
込

ん
で
生
活
す
る
。
里
山
は
稲
作
水
系
に
水
を
供
給
す
る
緑
の
ダ
ム
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
。
里
山
だ
け
を
切
り
離
し
た
場
合
、
自
然
公
園
や
学
校
の
杜
、
野
生
生
物

の
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
と
し
て
維
持
し
て
い
く
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
で
き
れ
ば

日
本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
谷
津
田
や
棚
田
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
美
し
い
広
義
の

里
山
の
景
観
を
後
世
に
残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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る
変

　
　
貌
、
自
然
史
研
究

日
浦
　
勇
（
一
九
七
八
）
蝶
の
き
た
道
、
二
三
書
房

石
井
　
実
（
一
九
九
七
）
里
山
の
昆
虫
、
チ
ョ
ウ
相
の
変
化
、
「
里
山
の
自
然
（
田
端
英
雄

　
　
編
）
」
、
保
育
社

石
井
　
実
（
二
〇
〇
〇
）
里
山
の
歴
史
と
復
権
、
「
里
山
大
百
科
」
、
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ

石
井
　
実
（
二
〇
〇
こ
森
林
文
化
と
チ
ョ
ウ
相
の
成
り
立
ち
1
大
阪
で
の
考
察
、
「
照
葉

　
　
樹
林
文
化
論
の
現
代
的
展
開
（
金
子
　
務
・
山
口
裕
文
編
）
」
、
北
海
道
大
学
図
書
刊

　
　
直
会

石
井
　
実
・
広
渡
俊
哉
・
藤
原
新
也
（
一
九
九
五
）
「
三
草
山
ゼ
ブ
イ
ル
ス
の
森
」
の
チ
ョ

　
　
ウ
類
群
集
の
多
様
性
、
環
動
昆

石
井
　
実
・
山
田
　
恵
・
広
渡
俊
哉
・
保
田
淑
郎
（
一
九
九
一
）
大
阪
府
内
の
都
市
公
園

　
　
に
お
け
る
チ
ョ
ウ
類
群
集
の
多
様
性
、
環
動
昆

石
井
　
実
・
植
田
邦
彦
・
重
松
敏
則
（
一
九
九
三
）
里
山
の
自
然
を
ま
も
る
、
築
地
書
館

守
山
　
弘
（
一
九
八
八
）
自
然
を
守
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
農
山
漁
村
文
化
協
会

佐
々
木
高
明
（
一
九
九
三
）
日
本
文
化
の
基
層
を
探
る
ー
ナ
ラ
林
文
化
と
照
葉
樹
林
文
化
、

　
　
日
本
放
送
出
版
協
会

安
田
喜
憲
（
一
九
八
○
）
環
境
考
古
学
事
始
－
日
本
列
島
二
万
年
、
日
本
放
送
出
版
協
会

安
田
喜
憲
（
一
九
九
二
）
日
本
文
化
の
風
土
、
朝
倉
書
店

九
七


